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平 成ｒ６年１１月２８日 旧 ） ９ 時ｒ５分 ～ ｒ５時３０分

秋 田 拠 点 セ ン タ ー（ア ル ヴ ェ）２ 階 多 目 的 ホ ー ル

秋 田 市 中 通 ７－１－３ ＴＥＬ Ｏ１８ １８８７〕 ５３ユＯ・ 管 理 室１

秋田県総含保健センター長・秋田大 学名誉教授 加藤哲郎

市立秋田総合病院 外科診療部長兼 泌尿器科科長 松尾重樹

秋田腎不全研究会・中外製薬株式会 社

キ リ ン ビ ー ル 株 式 会 社

㌻
涌

，
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会 場 の ご あ ん な い

札陸
駐 車 場 １

駐 車 可 能 台 数 は， 約３００台（有 料）で す が 複 合

施 設 で す の で 数 に 限 り が ご ざ い ま す。
車 で の

ご 来 場 は な る べ く ご 遠 慮 く だ さ い。

★★★参加者の皆様方へ★★★

１． 口 演 時 間 は １ 題 ６ 分
、

質 疑」」芒 答 ４ 分 で す 仁

座 長 の 指 示 に 従 い
、

時 間 内 で の 終 了 を お 願 い 致 し ま す
亡

２． 参 加 費 ユ，ＯＯＯ 円 １懇 親 会 費 を 含 む１ を 会 場 受 付 に て 申 し 受 け ま す．

参 加 証 を 着 用 の 上
、

ご 入 場 ド さ い，

３ ． 発 表 方 法 に つ き ま し て はＰＣ ｌＷ１ｎｄｏｗ昌及 び Ｍ３０ｉｎｔｏｓｈ、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン は ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｌ〕 の み に 限

ら せ て 頂 き ま す、 ＣＤ－Ｒも しく は フ ラ ッ シ ュ メ モ り 一 を 乎 成ユ６年 ｕ 月２５日 休 は で 事 務 局 宛 に ご 送

付 願 い ま す （提 出 が 間 に 令 わ な い 場 合 は
、

当 日 会 場 で 発 表 ３０ 分 前 ま で に 提 出 願 い ま す１
亡 尚、

動

画 が あ る 場 合 はＰＣを ご 持 参 下 さ い。 □ 演 時 の 操 作 に つ き ま し て は ス タ ッ フ に お 任 せ 下 さ い
・

４．
秋 田 腎 不 全 研 究 会 雑 誌 投 稿 用 原 稿 を、 同 雑 誌 規 定 に 従 い 図 表 を 添 え て 平 成ユ６年ユ２月２４日 （金ｊ 迄 に

〒０ユＯ一呂脳３ 秋 田 市 本 道 １－１一ユ 秋 田 大 学 泌 尿 器 科 佐 藤 滋 ま で 提 出 し て 下 さ い、

５ ． 研 究 会 に 先 立 ち ８ 時 ＯＯ 分 よ り 秋 田 ビ ュ ー ホ テ ル （秋 出 市 中 通 ２ －６ 一ユ Ｔ１三ＬＯ１８ －８３２ －ｌｌ ｕ 〕 に

お い て
、

幹 事 会 を 開 催 致 し ま す
Ｌ

６． 日本医師会生涯教育講座３単位・社団法人日本透析医 学会専門医制 度５単位の取得が可能です。



■ 開 会 の 辞 （９１ｒ５～９１・Ｏ） 秋田腎不全研究会 会長 加藤 哲郎

Ｉ 安全

１ ．

２
．

３
、

管 理 ・ 透 析 装 置 （９１２０～９：５０〕 座 長 松 橋 満 弥

透析監視装置 トラフルの 内容 と対応

医 蹴 去人 あ け ぽ の 会 花 間・榊完透 析 室 ○ 守 澤 隆仁１
、

橘１・一 榊１１、

同 内科 寺邑 月」ｊ子

秋田県内の透析施設における業務調査

（社１１ 秋 口１ 県１臨一床 １、
一’ｊ≡＝技 １」 会 ：つ 佐 藤

当 院 腎 セ ン タ ー 看 護 師 の ス ト レス ～ ア ン ケ ー ト 調 査 か ら ～

ｆ火 田 組 合革奮 今ヰ≡塙」ヨ完
一ｊ１芋月１哉淋ミ・ヒ ン タ ー １０刑昌オ（ 号亦∫１

．、 損哩１１１き ノし 」
’’
、

松 橋 美 結 希
、

金 １≡杢 」
’
、

ｔ■１］立 秋 日 総 合 病 院 透 析 室１

芝谷 晴義

一１－ｌｌｌ カ ナ、 伊 藤 真 紀 子、

鎌１：； 菅■票 美 保 子

Ｉ 穿東１」

４
．

５
．

６ ．

７
．

８ 、

ブ ラ ッ ド ア ク セ ス （９１５０～１０：４０〕 座 長 佐 藤 良 延 １お の ば 腎 泌 尿 器 科 ク■１ ニ ン ク」

ペ イ ン レ ス ニ ー ドル を 使 用 し て

公 立 米 内 沢 総 含 榊 完 人 １１１重ト■…・ヒ ン タ ー ○ 大 着．
■」 裕、 ｊｉｌ■。」 幾 典、 岐 川 佳 代 子、 福 島 亜 希 子 、

中 日コ 恵、
’
、
＝年 撒

ペ ン レ ス 使 用 患 者 の ホ タ ン ホ ー ル 穿束ｉ」の 評 価

秋 田 赤 十 字 病 院一ｉ一千七 ン タ ー ○ 佐 々 木 明 美
、

佑 々 木窄ｉ
一美

、
１ 吏 子

、
堀 越 息、

江 畠 恵 美 子、 宮 里丁
１

、 桐 ヒ 久 引、子 、 伊 藤 喜 久 子 、

嶋１」」奇 み さ 」
’

、

ヒ
Ｉ．
成

、
剛

透析患者のボタンホー ル穿刺法による穿束１」痛緩和の評価

仙 北 組 合 総 合 病１院 遼 析 牢 ○ 佐 々 木 寿
、

知一古、
ゴ亨１１１ 真 弓、 安 達 奈 奈 子、

人 坂 紀 一
’

１司 第 ３ 病 棟 細 谷 廿 ツ キ

同 泌 尿 器 科 ：ヨ…井 康 詞 郎、 下
」
旧

透 析 シ ャ ン ト 閉 塞 に 対 す る ＬソＳｅ ａｎｄ ｗａ一一法 の 試 み

平 鹿 総 合 病 院 泌■。」｛１搭千’１ 二１熊 澤 光 明
、 、 一

’≡ｉ、
一 成

同 放射線科 照山 和彦

市１｝１秋 田 総 含 洲ち芒泌 以 滞干一１・ 吊日 俊 哉

松□］言己念 泌 尿 榊＝１ク リ ニ ン ク 松 出 尚 人 郎

Ｆｕｓｉｏｎ３Ｄ 超 音 波 画 像 に よ る ブラ ッ ド ア ク セ ス の 評 価

医 療 法 人 秋□１泌 尿 榊１１・ク リ ニ ッ ク ○ 能 登 宏 光、 大 谷 」ｊ〒１、 ；酉 樹 勤、 嵯 蛾 ま ゆ 子、

佐 々 木１＋１美、 促≡一擦 、 小 蜥 一一 美、 佐 藤 啓 子 、

鎌 田 道 了・
、 野 布ｊ ｆｌ１代 、 和１１１ 桐 子

皿 症 例 （ｒＯ１ ４０ ～ｒｒ ： ３０〕

９． 重 症 膵 炎 を 合 併 し た 維 持 透 析 患 者 の 一 例

市 立 秋１１一総 合：，■埼院 泌 尿暑１糾

１Ｏ、 急 性 重 症 膵 炎 の 二 例

由 利 組 合 総 で芋病」院 泌ｊ・」～著１幸科

座長 小浜 丈夫 に はま泌 味器科クリニンク）

つ 上 田 勉
、

佐々 木秀平

丈１斗■
、 イｆｌ－ｌ１ 俊 哉

、
松 尾 重 樹 、

ｃ１北 島 ］正 ・
、 ｌｌ∫ 利 ’■

■
；
、 ■

≡
、
ｌ
１ 山 真 吾、 秋 濱 晋



１１． 救 命 し 得 た パ ラ コ ー ト 中 毒 の 一 例

公市 角 館 総 合病１１完 泌■・ｋ著岸ｆｌ・

二 は ま÷区 尿 器 科 ケ リ ニ ン ク

秋 田 組 合 総で 納 院一舳１：搭干一１・

１２． 脊髄梗塞を発症した透析患者の一例

医療法 人あ１＋ぽの会化閑病 院内科

１３． ＡＳ０で 四 肢 切 断 し た 症 例 の 検 討

・１■通 総 合 病 院 ｍ１液 浄 化 療 法 郡

一二 鈴 木 一 正

丈夫

典 久

１二１寺 邑 朋 子

Ｉ⊃ 角 舘

近江

宮形

朱 里、 柴 日１ひ ろ ｒ’、

薫

ヲｌ１ｌ一 嵐 伴 子
、

保 坂 る り 子一
、

榔１リ」
、

」！舳１ 忠

１Ｖ 移 植 ・ 緊 急 報 告 （ｒ１：３０～ｒ２１２０） 座 長 北 島 正 一 １１１１干１」組 合 総 合 病 院 泌 尿 器 科１

１４． 移植腎尿管狭窄により移植尿管固有尿管吻合を施行 した一例

秋 □］ 大 学 １貢一
’
１≡１丁、 ．

＝’貞 二１非 上 高 光
、

滋
、

冨 樫 寿 文、 堀 」ｌ１ 洋’ド、

一１ 谷 、
１舳 １ｊ 友 員ｉｊ

１５． 術 後 早 期 に タ ク ロ リ ム ス に よ るＨＵＳ を 発 症 し た 夫 婦 間 生 体 腎 移 植 の 一 例

秋［□ 大 学１ ゲｊ三一書１１泌 Ｌ１三岩１÷科 満
、

’’一
、、

老
、、

上 谷
、 一

１６． 平 成ｒ６年 督 移 植 と ド ナ ー 晴 報 報 告

秋 日＝１大 学 医一字１１
－
ｌｉ：泌１，」之１｛１÷干１ Ｃｌｆ左 藤

柿 沼 秀 秋
、 一

包
、

佐藤

亟、盲■ｊ 人 学 医 学 省１；泌Ｉ
」■Ｊ之１器干・１・ 大■１■ 力

湖 東 総 合 病 院 泌』吠≡格手１・ ｆ左 藤 敬１莞

秋 田 某 鱗 器手多千■酬
．
ｉ畦１ｉ荊会 １ 方 １二美

１７． 透 析 患 者 の 急 性 脳 症 の 報 告

秋 田 腎 不 全 研 先 会 一二１冨括… 寿 之
、

加藤

１８． 透 析 患 者 に み ら れ た 急 性 脳 症 の 四 例

秋 圧１赤一卜字 病１亮千１１ｒギ白１工」干’；

同 内弔１

公立十黄ｒ病院泌１永滞科

○小出

１１１岸

」
ま一、

地

隆 司、 石 黒 典１リ」

剛

一輝

圭 研、
驚 蔭 満

、
一

＝

一
’

召 秀 秋

、

’ ’ 川

忍
、

寿 文
、

芹
．
ヒ 高 光、

一 ｊ ’
’

．
伎 則

＝ 」 局 光
、

堀 」ｌｌ

」一１頁彦、 友 則

友 則 、 石 山 剛 、

■ ラ ン チ ョ ン セ ミ ナ ー （ｒ２：２５～１３：０５）

座長 市 立秋田総合病院 外 科診療部長兼泌尿器科科長 松尾 重樹

「腹膜透析の 長期 継続に 向けて
一 被 嚢 性腹 膜硬 化 症（ＥＰＳ）の 予防 は可 能 か？ 一」

仁真会 理事
仁真会 自鷺病院 腹膜形態検査室長 山 本 忠 司 先 生



■ 総 会 （「３＝ ０５～「３ ：１０）

■ 特 別 講 演 （１３１１０～１・１１Ｏ）

座長 秋田県 総合保健セ ンター長・秋 田大学名 誉教授 加藤 哲郎

「糖尿病 性腎不全患 者の諸問題と対 策」
日本大学医学部内科学講座第二部門 講師 奈 倉 勇 爾 先 生

Ｖ ＱＯＬ く１４１ｒ０～ｒ４：５０〕 座 長 石 川 千 夏 １市 立 秋日一１総 手サ病 院 ３ 階 北 病 棟ｊ

１９． 当 科 ＣＡＰＤ患 者 に お け るＱＯＬの 現 状 と 今 後 の 課 題 ～ＫＤＱＯＬ－ＳＦを 用 い て ～

市 立 秋１１１総 合 病 院 ３ 階 北 病１束 ○１碇 谷 １瞳
、 イｉｌｌｉ 弘 美

、
三 瀧 １

１浄、 柴Ｆ円め ぐみ

２０． ＧＡＰＤか らＨＤへ の 移 行 に つ い て の 意 識言周査 ～ ア ン ケ ー ト を 実 施 し て ～

秋 圧１組 合 総 含 病 院■坤 ３ 病オ束 ○ 永 瀬 …、 武１日 若 茱、 伊 藤 、 柴□コ 彩 子、

青１」■ 雪 子 、 舳 奏 文 子、 団 中 出 利 」
．１

２１． 当 院 透 析 患 者 に お け る 自 己 管 理 か ら み た ＱＯＬの 比 較 ～ ＫＤＱＯＬ－ＳＦ刊 を 用 い て ～

中 通 総 今柄１揃 π液 浄 化 療 法 部 ○ 村 ヒ 亨
、

ｌｌコ村 真 衣 戸
、

近 江 菰、 保 坂 る Ｉ〕子
、

ヲ］ 十 嵐 伴 」
’
、

柴１１１ひ ろ 子、 佐 々 木 け、
． 和 生

、

吉ｉ詞 巧

同 一
’」一

、
輝 明

、
原 田

一
吐コ
，

２２． 腎 移 植 患 者 の 移 植 前 後 の 健 康 ＱＯＬの 変 化 一 ＳＦ３６を 用 い て 一

秋 臼ヨ人 学 医 学 部１寸 属 病 院 ！ 階■町 痢 棟 ○ 佐 越 手右二、 １ －１’臣子、 川 尻 愛 ｒ・

Ｖ［ ＣＡＰＤ・ 研 究 （１４：５０～ｒ５１３０） 座 長 犬 谷 浩 １干畑１人学１一ξ学 部 第 三 内 科１

２３． 市 立 病 院 に お け るＣＡＰＤ 外 来 の 取 り 組 み ～ 出 口 部 ケ ア を 中 心 に ～

市１ｒ秋Ｈ１総 合 病 院 ３ 階 北 榊 束 ○ 鎌 田 香 織
、

＾ １一嵐約
、
子、 石』ｌｌ 、 今 野 恵 子

２４． ＣＡＰＤ患 者 に お け る 低 浸 透 圧 性 ヨ ー ド 剤（イ オ パ ミ ト
’
一 ル）の 薬 物 動 態

市 市 秋口１総 合 病 院 泌 尿 器 砕 １二１鈴 木 丈１！■’、 ！」口 勉、 石 田 段 敵、 松 尾 重 樹、

佐 々 木 秀 平

２５． 当 院 に お け る 塩 酸 セ ベ ラ マ ー の 臨 床 的 評 価

秋 田赤十字痛 院臨床丁学 課 ○１熊谷 誠

同 内科 山岸 剛

２６． 慢 性 透 析 患 者 に お け る ＰＷＶの 評 価

お の ぱ 腎 泌 尿 器 科 ク リ ニ ／ ク 」⊃ 佐 藤 良 延
、 １康 木 誠、 工 藤 麻 ｆＩ」、

伊 藤 恵 予
、

河 杓 美 賢 子
、

斗１口

■ 閉 会 の 辞 ｒ・１３０ 秋田腎 不全研究会 冨１」会長 石山 剛

■ 懇 親 会 ｒ５１３５～ 懇親会／アルウェ４階 洋室Ｃ）


